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平成

 23  
年　

甲
賀
市
消
防
出
初
式

式
典
で
感
謝
状
・
表
彰
状
を
受
け
ら
れ
た

主
な
方
々
（
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
表
彰
感
謝
状

（
30
年
以
上
勤
続
退
職
団
員
）

元
方
面
隊
長　
　

味あ
じ
お
か岡　

利と
し
お夫
（
水
口
）

滋
賀
県
消
防
協
会
感
謝
状

（
30
年
以
上
勤
続
退
職
団
員
）

元
団
長 

植う
え
だ田　

和か
ず
お生

元
方
面
隊
長 

味あ
じ
お
か岡　

利と
し
お夫
（
水
口
）

消
防
庁
長
官
表
彰
お
よ
び

　
　

滋
賀
県
消
防
協
会
感
謝
状

（
15
年
以
上
30
年
未
満
勤
続
退
職
団
員
）

元
副
隊
長 

大お
お
も
り森　

　

薫か
お
る（
土
山
）

元
分
団
長 

山や
ま
ざ
き﨑　

　

哲さ
と
し（
水
口
）

元
分
団
長 

小こ
ざ
き﨑　

浩ひ
ろ
か
ず和（
水
口
）

元
分
団
長 

鍋な
べ
や家　

善ぜ
ん
こ
う幸（
土
山
）

元
分
団
長 

山や
ま
も
と本　

康や
す
ふ
み文（
甲
賀
）

元
分
団
長 

八は
ち
り里　

　

清き
よ
し（
甲
南
）

元
分
団
長 

太お
お
た田　

一ひ
と
し志（
甲
南
）

元
分
団
長 

辻つ
じ　

　

信の
ぶ
や也（
甲
南
）

元
分
団
長　
　

 

岸き
し
の
が
み

之
上　

睦む
つ
み（
信
楽
）

元
分
団
長　
　

 

岩い
わ
な
が永　

圭け
い
ぞ
う三（
信
楽
）

元
副
分
団
長 

神か
ん
ざ
き﨑　

倍ま
す
み
つ充（
信
楽
）

元
副
分
団
長 

松ま
つ
も
と本　

裕ひ
ろ
か
ず和（
信
楽
）

元
副
分
団
長 

辻つ
じ　

健け
ん
た
ろ
う

太
郎（
信
楽
）

元
副
分
団
長 

中な
か
も
り森　

俊と
し
み
つ光（
信
楽
）

元
部
長 

笹さ
さ
や
ま山　

企き
す
け亮（
信
楽
）

元
部
長 

阪さ
か
ぐ
ち口
美み

つ

る
津
留（
甲
賀
）

元
班
長 

黒く
ろ
か
わ川　

哲て
つ
ひ
ろ宏（
土
山
）

元
班
長 

福ふ
く
な
が永　

忠た
だ
か
つ克（

甲
賀
）

元
団
員 

木き

だ田　

和か
ず
お男（
甲
南
）

元
団
員 

髙た
か
は
し橋　

俊と
し
は
る治（
甲
南
）

滋
賀
県
消
防
協
会
感
謝
状

５
年
以
上
15
年
未
満
退
職
団
員 

79
名

消
防
庁
長
官
表
彰　

永
年
勤
続
功
労
章

隊
長 

藤ふ
じ
い井
日ひ
で
お
出
男
（
甲
南
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰　

勤
続
章

副
団
長 

大お
お
ば
や
し林　

鉃て
つ
お男

隊
長 

奥お
く
だ田　

琢た
く
也や

（
女
性
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰　

精
績
章

副
隊
長 

増ま
す
だ田　

嘉よ
し
ひ
こ彦
（
甲
南
）

市
長
表
彰　

功
労
章

隊
長 

林は
や
し

　
　

和か
ず
お男
（
水
口
）

分
団
長 

安や
す
い井　

　

朗あ
き
ら（
甲
南
）

分
団
長 

葛く
ず
は
ら原　

千か
ず
や也
（
信
楽
）

副
分
団
長 

大お
お
た
に谷　

　

哲て
つ
（
信
楽
）

団
長
特
別
表
彰

班
長 

伴ば
ん　

　

孝た
か
の
り規
（
水
口
）

団
員 

中な
か
む
ら村　

　

幹つ
よ
し（
水
口
）

団
員 

浅あ
さ
の野　

成し
げ
と
し利
（
水
口
）

団
員 

宿し
ゅ
く
た
に
谷　

克か
つ
や也
（
水
口
）

団
員 

富と
み
だ田　

辰た
つ
や也
（
水
口
）

団
員 

小こ
ざ
き﨑　

　

勇い
さ
む（
水
口
）

団
員 

廣ひ
ろ
せ瀬　

忠た
だ
し司
（
水
口
）

班
長 

南み
な
み

　
　
　

宏ひ
ろ
し（
土
山
）

団
員 

小お
ぐ
ら倉　

寛ひ
ろ
わ和
（
土
山
）

団
員 

小お
ぐ
ら倉　

貴た
か
ひ
ろ裕
（
土
山
）

団
員 

本ほ
ん
ぼ
う坊　

　

康や
す
し（
土
山
）

班
長 

小お
ぐ
ら倉　

　

孝た
か
し（
土
山
）

団
員 

大お
お
や家　

常つ
ね
お雄
（
土
山
）

班
長 

長な
が
さ
か坂　

雅ま
さ
と人
（
甲
賀
）

団
員 

正ま
さ
き木　

佑ゆ
う
じ治
（
甲
賀
）

団
員 

田た
ば
ら原　

正ま
さ
ふ
み史
（
甲
賀
）

団
員 

藤ふ
じ
は
し橋　

　

弘ひ
ろ
し（
甲
賀
）

団
員 

福ふ
く
い井　

義よ
し
の
り典
（
甲
賀
）

団
員 

正ま
さ
き木　

幸ゆ
き
お夫
（
甲
賀
）

他
に
も
、
優
秀
な
団
員
に
対
し
て
次
の

表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

市
長
表
彰　

功
績
章 

27
名

市
長
表
彰　

精
勤
章 

84
名

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

〜
自
主
防
災
組
織

　

育
成
助
成
に

　
　

土
山
町
猪
鼻
区
〜

　

自
主
防
災
組
織
が
行
う
防
災

活
動
に
必
要
な
施
設
や
設
備
を

整
備
す
る
「
自
主
防
災
組
織
育

成
助
成
事
業
」
に
、
土
山
町
の

猪
鼻
区
が
助
成
を
受
け
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
健
全
な
発
展
と
宝
く
じ

の
普
及
広
報
を
目
的
に
、
宝
く

じ
の
収
益
金
の
一
部
を
助
成
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

猪
鼻
区
の
自
主
防
災
組
織
は

今
回
の
助
成
に
よ
り
、
災
害
時

に
対
応
で
き
る
資
機
材
等
を
購

入
さ
れ
、
活
動
範
囲
を
広
げ
て

お
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
地
域
防

災
力
の
向
上
に
積
極
的
な
活
動

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

～あなたも消防団に入りませんか～
　現在、甲賀市消防団には 1202 名（うち女性 20名）の
方が入団されています。消防団では火災や水害時の出動は
もとより、地域に密着した活動を行うことにより、地域の
安心・安全に応える消防団になるべく活動を展開していま
す。
　昨年は、消防団の活性化委員の皆さんの企画により、市
内の小学生や保育園の子どもたちを対象に、防災教室や消
防車両の展示などを開催し、防災について広く啓発するこ
とができました。
　あなたも防災への知識や技術を身につけ、地域の安心・
安全を守るため、消防団員になりませんか。消防団に興味
をもたれた方や、入団を希望される方は、危機管理課総合
防災係までお問い合わせください。

賀
）

賀
））の

地域の安
心・安全

に

応えるた
めに

▲
分
列
行
進
す
る
消
防
団
員

各地域で行われた一斉放水▶

▲防災教室で消防団体験をする子どもたち

▲中嶋市長の通常点検を受ける女性消防隊

危
機
管
理
課　

総
合
防
災
係

　

６
５
ー
0
6
6
5

　

６
3
ー
4
6
1
9

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課　

環
境
政
策
係

　

６
５
ー
0
6
9
2

　

６
3
ー
4
5
8
2

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

環
境
政
策
係

６
５
ー
0
6
9
2

６
3
ー
4
5
8
2

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

　

日
照
時
間
が
短
く
、
気
温
も
低
い
こ

の
季
節
、
照
明
や
暖
房
、
給
湯
で
電
気

や
石
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が

増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
の
ま
わ
り
に
は
様
々

な
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
活
動
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」

に
合
わ
せ
て
、
自
分
で
で
き
る
省
エ
ネ

対
策
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
す
ぐ
で
も

取
組
む
こ
と
が
で
き
る
省
エ
ネ
対
策

　

○
暖
房
器
具
は
、
室
温
20
度
を
目
安

　
　
に
調
節
す
る
。 

　

○
電
化
製
品
の
購
入
時
に
は
、
省
エ

　
　

ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
高
い
機
器
を
選

　
　

ぶ
。

　

○
電
化
製
品
を
長
時
間
使
わ
な
い
と

　
　

き
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
。

　

○
ふ
ろ
は
間
隔
を
空
け
ず
に
入
り
、

　
　

追
い
焚
き
を
し
な
い
。

　

○
外
出
時
は
で
き
る
だ
け
公
共
交
通

　
　

機
関
や
自
転
車
を
利
用
す
る
。

　

○
加
減
速
の
少
な
い
運
転
を
心
が
け

　
　
る
。

２
月
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で

　
　
　

省
エ
ネ
対
策
を

　１月９日、新春恒例の消防出初式を、
消防団員をはじめ多数の関係者の参加
のもと晴れやかに行いました。
　分列行進の後、あいこうか市民ホー
ルでの式典では、中嶋市長からの激励
や青木団長の訓示、来賓の方々からの

祝辞がありました。
　式典後は、消防車両によるパレード
が行われ、その後各地域において一斉
放水を行い、今年一年が災害のない年
となることを祈念しました。
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